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本日は 私の63才の誕生日で ございましてその間の精進がよかったと見えて天気が大変良くて

これは一つ 皆さんに革んでいただきたい何よりのことでございます.

63年 の半分以上の34年 間 ただいま農学部長 から御紹介いただきましたように 京都大学 に

お世話になって しかも昭和12年からは化学研究所の万にもお世話になり ずっと研究生活を続け

させていただきました.私といたしましては京都大学であったらばこそ 今日このような非常に有

難い日を迎え得たと思うのでございます.農学部の先輩の方々,同僚の方々,その他の皆様の非常

な御庇護のもとに 私ごとき人間が こうした研究生活をさせていただき そしてまた化学研究所

におきましても最後には:.化学に志した者の最高の名誉でありますところの所長という重職まで辛

らせていただきまして私といたしましては本日感激いたしまして本当に皆様に唯感謝いたすはかな

いのでございます.それにこの伝統と光栄ある講義室で 先輩のあとに続きまして 今日定年講義

をさせていただくことになり,重ね重ねの皆様の御厚意には 本当に感涙にむせぶはかないのでご

ざいます. この高い席ではございますが厚く御礼申し上げます･尚このように天気はいいとはいえ

皆様たくさんにお集まりいただきまして-･･私といたしましてはこういう席で三十何年の間にいろ

いろの講義や講演をいたしましたが末だ由ってこの

ような盛況をみた講演会はないのでございまして-

-これまた本当に感激の極みでございます.しばら

くの闇 これは皆様に対 しましては本当に相すまな

いようなことになりますが私のやって来た研究のこ

とをまとめてお聞き願って 私の定年講義の語をふ

さがせていただきたいと思います.尚お席もなくて

お立ちの方には大変お気の毒ですが できるだけ

1時間できちっと切りたいと思っておりますので

お許し願って しばらく御静聴をわずらわす次発で

ございます.

こ こにかかげました "化学構造と生理作用"とい

う題目は 少し大き過ぎる題目でございますが こ

の題目は私の今日までの化学研究のJl活の全都を買

いた気持でございます.こういうことを はじめた
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もとを和しますと今からiO年前 大正 7年夏に 恩師 鈴木梅人郎先生････ここに鈴木恥入郎先生

の写兵がございます-･･の講義を聞きましたときに この占物を持って来られたのでございます･

ここにあります `̀ChemicalConstitutionandPhysiologicalActionHという本で これは Spiegel

というドイツのベル リン大学の Pl･Ofessorのむ い

たものを英訳したものでございます.当時Lは罪第一

次大戦の最小で ドイツの古物を吾々は手にするこ

とができませんでした.これが 1915年の版です.

これを私が手に入れたのが 1918年で大学 の2年の

ときでございます. 時の値段が3円70銭 これが 1

doller15celltですから 1dollerが 3円30横 位 だっ

たでしょう.この "化学構造と生理作用りという沓

物を鈴木先生が持って来られ亭して非常な名講義を

されたのでございます.鈴木先生という方は決 して

いわゆる能弁家 または雄弁家では 私はないと思います･しかし先生はこの番物を実によく di-

gcsLされ masEerされまして 吾々の前で この本につきまして 2時間 づつ 3回 の講義をされたと

覚えてお ります.そのときの議義はあたかも先生がこの裏物の中のことを全部自分でやられたかの

如くわがものにしておられた実に名講義で 私共学生としてそれを承って感激いたしまして将来羊

ういうことが自分のやるべきことだ･- -まあ,こういう風に私は思ったのであります･これには

alkaloidとか camphorとかいろいろのものがはいっています･ 一般の人間に対する生理作用で

して決して別にその他の広い意味ではございません･しかしいずれにしろ そのころまでにわかっ

たことで今Ijでも特に変ったことはございません.

とにかくこの化学構造というものが生理作用と

いろいろな意味において非常な面白い関係がある.

その化学構造は 申すまでもなく今から約 100年前

1850年代から1860年代にかけまして,かの ドイツ

の AugustKekul占 フランス の LeBel及び オラ

ンダの van′tHoffというような.およそ人間の産

んだ偉轟の知能が 考え考え抜いてその基礎をつく

ったのであります.1 これはKeku16の写実です･

いつも私の部屋に掲げてあったのを持って来たので

すが -- この連中が今から約 100年前にいろいろ

の方面から考えたのであり.ます･ それ が こういう

-1LI:物の中の化学構造の基礎になっておるわけでござ

いまして今日の有機化学いわゆる"classICalorgan-

icchemistry"というものが この人たち Keku16.

LeBel,van′tHoff以来少 しもゆるぎがない. そして末だ凸って 誰も炭素の形を見た人もなけ

れば Benzol核で6つの炭素が六角形に並んで.､ると1,､うことを見た人もない･ しかしその想像

ii
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のたくましさ ･･･末だEtってこれは少しのゆるぎもない.今迄 100年 そして恐らく今後も永久

にこのま1で行くだろうと思うのてございます.更にその上.=多くの素晴しい最高の頭脳の連中の

考えたことの上に基礎をおいてつくって来た有機化

学構造がこういう亀な神秘た .､ろ.､ろの生理作用と

の関係を持つのでありまして,これはまさに現代自

然科学のうちの最も進んだ1つではないかと思いま

す.これは吾々青年の心を揃えずにはおかなかった

わけでございまして ここにも同感の士が沢山おら

れ 今後もこういう方面に進まれるでございましょ

{5.少し今日は手前味噌になるかも知れませんが

第 1 蓑

1.Rotenonの化学
2.茶の香Jx-(の化学

3.青虫 AIcoholの化学
i.Grayanotoxinの化学

5.植物 Hormoneの化学

6.BHCの化学

7.Pyrethrinの化学

8.天然ゴムの合成化学

有機化学に関したこうしたお話を第 1表に掲げました順序に従ってさせていただきます.

私が学校を出ましてそのころの義務兵役を終 り理化学研究Irrの研究生になりましたのが 大正 11

年 (1922)でございます･そのとき鈴木梅太郎先生 から与えられました Themaがこのデ ･)ス根-

--これがそのデ リス根とデリスの胎物で 南方か

ら来たものでございます - この中にあります

Rotenonという殺虫成分の研究でございました.

･･これが Rotenon のきれいな結晶でございます

･- 私としましては そういうことがやって見たか

ったのでございますから …誠に結構でございます"

と早速お引き受けしたのでございます.とに角 非

常に難しい問題であったのでして今日はそのごくあ

らましを簡単に申し上げます.その他の問題もあり

ますので･これを研究いたしました人は∩本でもそ

れ以前にございましたが難しくてできませんでした.

3咋ばかり前に この大学をお止めになった薬学の

刈米博士もこれを研究しておられましたが 途中で

おやめになりました.Rotenonというものは これ

を元素分析にかけてみますと分子式 C2.H=:06とい

うこ と そしてその他に解 りましたことは融点が 163oC,旋光度が -2250,そして carbonyl基

が1つ,methoxyl益が2つ,二重結合が 1つあるということだけで,これらの23の炭素がどう結

びついているかということは全然わからなかったのであります.しかしこれがすぼらしい強い生理

･作川を持ち,しかも冷血動物･-- 昆虫とか魚に対 しては 恐 しい強い毒性を持つ.たとえば敗に

対しては おそらく位分の1という台のうすさで 数時間父はもっと長くかかるかも知れませんが

酔ってまいりまして結局は死にます･こういったものでありながら,それが人畜 ･ ･･･温血動物

には全然無害であるという すぼらしい生理作用をもっているわけであります.一方に非常に毒で

ありながら一方には全然毒でないこういう選択的な作用は, もう全く こういった C23H2206 が

結びついている化学構造に逝くものであります.これは申すまでもございませんが そういう意味
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で非常に興味ある物質でございます.-この物質から第2図にありますような C呈3の誘導近縁物質

第 2 図
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第 3 図

が得られます.そして このデリス根 の中に更

に第2番目の物質で全く同じ分子式 C23H･.206

を持った Deguelinという物質があります.こ

れが融点 1660C.一体これと Rotenonとがど

んな関係になっているのか･･-そういうことが

解 りませんセした.それに Deguelin の方が弱

いとはいえこれにも相当近い殺虫力がございま

す.Rotenonから第 2図のようにいろいろのも

のが誘導できますけれども 殺虫力のないもの

が大部分でございます.唯そのうち Dibydro-

rotenon牢けが近い殺虫力があります･その辺

'Oところが全然わからない.それら.のことを解

決していこうというのが私の仕事でございまし

た.一ところが そののちアメリカ琴商務琴でこ

の方面の研究をやっておりました h Forgeと

いう立派な学者そして ドイツの AdolfBute-

nandtという学者そういう連中がこの仕-Sに手

をつけました.特に1923年から1931年までの

間は3カ国の全くの三つ巴の競争でございまし

て その結果これらの物質の構造が こういう

ような形になってお り Rotenonは第3図に示

すようなものであるということが解 りました,.先ほど申しました Kekul丘等が100年前に考えた

Benzol核を .この物質は第3図のように2つ持っています.そういった学説の力を借りて こゝ

にこのようないろいろの構造をつくったのであります,このようなことは 全部解ってみますと案

外あ そゝうかと簡単でございます.しかし こういうととが解 りますためには3カ国の研究グルー

プが6年かかっております.3カ国で6年- ･私がもし1人でやったのなら18年～20年近くかか

ったと思います.とたかくそういう風に良い研究相手がありましたことは幸でした.私共の研究室

でこのために作りましたプレパラートがここに陳列してございますが 大体550ばかりあります･

こういう物質の化学構造を1づ決めるためにも これ位のその当時としては全部新しい物質が 550

_b作られたのであります.勿論夕咽 の連中もこれらの物質を作っております･しかしこの中には世

界で唯一つの物質もございます.そんな具合でこの図に示したような構造がきまってまいりました.

Ⅰと l'とを比べ てみます.Ⅰ'が Deguelin でございますが, これは dihydro-furan環 の と

ころが cl一rOmen環になっているというところが違っているだけでございます. まあそういった

ことを 非常に興味を持って私はやって来たのであります.この仕撃のためには おそらく否々の

研究室だけでも10人近くの人に手伝ってもらったのでございまして とうてい1人や2人の仕事

では出来るものではございません.アメリカでは矢張 り10人近く ドイツでも4-5人 の研究者

iv



防 虫 科 学 釘 24 巻-Ⅳ

がやっております.ところで すべての点で遅れをとりがちだったわが国におきまして.これらの

研究が 割合に アメ])カや ドイツの節一級の連中と互椙の凝争して.たいした遅れをとらずに出来

ましたのは 充分な研究材料を持っていたからでございます.チ.)ス掛 まその頃沢山に輸入され七

私共の研究に供給されました.こういうきれいな Rotenonの結晶 これを私は大体 101bs.つま

り5kg位持っておりました.色々の報告の様子をみますと 列国の連中はとうていこんなに持っ

ていそうもなかったのであります.今日では ことごとに ことに物質に閑しましては アメ))カ辺】

りには 日本は及びもつかないと申しますが,その軌 ま日本の研究室の方がアメ1)カの研究室を圧

倒するぐらいの物宜を使っていたわけです.これは誠にその当時日本の国力が栄えており恵まれた

環境にあったからであります.こうしたことを今日のように貧弱な研究費などにお困りの皆様に申
I

し上げると誠に 羨まれる限りだと思います.誠に恵まれた時代にあったわけでございます.その

ためこういう研究ができたのであります. 尚 第 4図と第5図には Rotenonゐ構造をきめるため

につくられた色々な分解物をあげてあります.ここに古きましたのは 一部分でありますが何れも

構造決定に必要だった分解物であります.

第 4 回
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第 5 図

当時もう1っの研究と致しまして京都は茶所であるというので 儀̀茶の香 り''をやってみようと

始めておりました.世界共通の問題でありますと欧米の連中と競争になるとなかなか苦し'くてかな

わない.京都だけで日本人だけしかできない問題であったら少しは楽にできるだろうという 情け

ないさもしい気持をもちまして この研究をやり畔じめたのであります.ところが研究を始めてか

ら文献を検索してみますと わが国~最初の化学の論文として当時の東京化学会誌の第1号の第1頁

に理学士高山甚太郎氏の ?日本製茶の分析説"という論文があって,その中で茶の香気にも触れて

いたのには驚きました.これは明治13年 (1880)であります. 緑茶だったら京都が本場だからと

いうわけで はじめは緑茶だけをやっておりましたが後から紅茶もやりました.そしてある時期に

は一番茶 =番茶の生薬を毎日のように10貫目位づつ宇治から運び 又それからできあがった上茶

や並茶の筋下 (ダスト)を使いました.紅茶のダストは台湾からとりました.大体使ったお茶は生

薬が5ton位になります.緑茶は3ton位 紅茶は1ton位です.そういう風に材料が非常に多かっ

たので研究が出来たわけです.嘩離した塁は一番茶の生薬からほ第6表にありますようにFo･0215%

位の帝油成分即ち香気成分 そして二番茶の万は少し減るわけです.この塁を乾燥したお茶に換算

▼
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第 6 表

第 7 表
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しますと4倍以上になります.一上茶では0･_0?%!

つまり1万分の学のこういった精油成分が与れ~

てお り,ます･これらの samL,levはまだ地下室に

保存してありますが,これらのものから第 6表

下に示したよう′な酸性物がとれます･carbonyl

化合物としては第 8表のようなものがと17Jます.

ところでここに御覧のように生薬にはあっても

製茶にしてしまうとなくなってしまうものが沢

山ありまして,それが普通でございますが ､唯 '

Palmitinr顧だけが生薬にもあり出来上った製

茶にもあります･お茶の葉がピカビカ光ってい

るのはPalmitin酸でございます.･又 carbonyl

化合物の中では Aldehyd類のうち青葉 Alde-.,

hydだけが断然生薬に多いのでして これも乾

燥するとなくなります･ その牡 Benzaldehyd

その他のものがあります.-こんなことがわかっ

て参りましたが, この他界7表の Alkohbr類

といたしまして C4 の Butyトalkohol.が 2躍

C.･･のAmylakoholが 2琵 C6では _n-Hexanbl

､そして青菜 Alkoholが 69%- :これは生薬に

非常に多い-∴という風にいろいろあります.

その夕舵 .'Ger.aniolとか Linalool_など･という

Terpenalkoholもあります.とんな風に30余

りのものがわかって来たのでございますが,と

れらの増配しましたものを全部合わせてもお茶

の香りにはなりません.まだ外にわからないも･

のが沢山あります･′それもやらなくてはなpりま:

せんが 丁度昭和 14 -15年になり,まして-敬

争になってやめました.材料はまだ保存してあ ■

りますから いずれ誰かが解決してくれるだろうと思います･唯ここに非常に興味を持ちましたGD.

ほ 青菜 Alkoh91 という不飽和の.Alkoholと 青菜 Aldehyd という特殊な C6の不飽和甲,

Aldehyd とが生薬に非常に多いということです. こういうことから こんなものが.他の佑物に,

もあるに違いないと思いましてTやってみましたためにこの農学部の周囲の植物は大分私の犠牲に

なりました.グランドのアカシアの菜っばも使いましたし 外壁のツタやその外いろいろなものを

やって .18種類位の植物からこの膏薬 Alkoholを証明し･膏薬 Aldebyd･も証明できております.

緑色のものには 何れも春先には多く含んでおりますが秋になるとこれがなくなります.1それで_3.

番目の Themaとして菅栄 AlkohOlの化学に非常に弼時をも?てこれをやったのでb.ります,

vi
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･･膏薬 Aldehyd(870-tlcratdehyd)の方は既に1913年に ドイ.)のHeidelberg大学の Th.Curtius

という Professorが発見しております.青菜 Alkoholの万はその後に発見されたものですが

このものが何故面白いかといいますと これと似たような近緑の化合物にキュウリの香 りがござい

ます.これはC9ですが 私共がはじめて取ったものです.夏期にキユウ1)を20-30貿もって来て

これから取りました.第9表でおわかりのよう

に その構造は途中まで青菜 Alkoholと全く

同じでございます.その他これはスイスの連中

のやったことやございますが同じ炭素畝をもっ

ているものでも Alkoholのところが Aldellyd

になっているものがニオイスミレの菓っばの

Aldehyd とし.て･■その当時やはり発表されて

おりました.更に例のジャスミンの花の中に含

まれていて なくてはならない重要 な香精の

Jasmonが青菜 Alkoholから合成できる物質

第 9 表

含 ま ァルコール且 繰 りを礼式か

81jth 肋 J(ct'dhxenJJI･I) cHSNHl>=C:NCqCHICN

eIIWe,7ueAd(a'NCren-2-I/-/) cHm zC:I,tcq･HCHO

血血 地山J触 dreJhLSlCl-/) cHm ,CN式HCH,CN,& 淵 的 ON

ynl肋nLlme倣 46_.I_,) - - HqT zcH=-

観 IJ･Pm,enlLI･Cplor .h2･m･0盛恵H :M H i .
NabJ払 a地山t(Diten･I-oL･3)

串 nlal:to車toH&S串埠7SP叫

T hU U W %H C"研 ･

lkiI3品pdLTeJ_J10.IT;ItE_Tr '… I-cN伽 CNfCN;CMQl沸 くoA cNzOH

であります.そしてマツタケの香気成分のMatsutake-alkoholもよく似たCsの不飽和の Alkohol

であります..このように C6から C3,C9という風な Alkoholにいろいろ重要なものがあります.

更に最近になって今年の4月 Butenandtが発表しましたのは Sexual-Leckstoffといいまして,

カイコの性誘引物質でございます.皆様御存知のようにカイコの確の蛾がおりますとそこへ雄の蛾

が誘引されて来ます.そして交尾して卵を産むという段取 りになりますが その雄の蛾が確の蛾に

何故近寄るかということ,それを Butenandt教授は1936年から手をつけていまして･その間20

年余の研究期間がかかっております.先年日本へ来たときもこの話をして 日本からも材料をほし

いといって居たのでございま/す.これもやっと化学構造が決ってみますと第 9表の一番下のように

なっております.-部分的には膏薬 Aldehyd-と全く変 りない C,6の2つの不飽和結合をもった

Alkobolでございまして 決ってみると ことは簡単ですが.なかなか大変な仕事だった _と云うの

は ･とにかく蛾の尻のところについている2つの小さな腺を1つ1つ切り取ってやるというのです

から,カイコを100万匹位のうち雌だけ使ってやっと出来上ったわけでございます.この夏にはこ

のものの合成が終ってそして本当にカィ.コに対して人間のつくったものがきくや どうかカ.'l試験され

たと思います.I2つの二重結合がありますから.ここで cZ'Sと transとがあり- 結局iっの立体

構造異性がございます.こういう化学構造の つまり立体構造の問題が生理作用に非常に密接な関

係があるわけです. こんなことが行われて来たわけですが ､それでは一体 -このものがどの位あ

ったらカイコの雄の蛾が一匹が誘引されるかと申します.と, i･の 10~10 の単位です.I､ですから

0,000.0000001γということになりγq)100倍分の1 更に cgs申位でいうと 1015(1京)分の

1gあれば既に雄の蛾が誘引されるというものであります.Butenandt教授が京都で講演したとき

にも■これはカイコだけに働くのであって他の昆虫には関係がないといっています.即も伯の昆虫

の雄は誘引されません.そこでおそらくとのようなものが他の昆虫にもありましょう.けれどもそ

うひどく化学構造の違ったものではないだろう.おそらく似ているだろうと思われます.カイコと

いうもの隼人間が飼いますから大桑の材料を得るには丁番脚 rJであります･これを使えば何かここ

yii
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に解決できもだろう･ 争して雌の蛾の分泌物質を人=的につくって もし雄の蛾を--この物質l

]gもあれば世界中の雄を誘い集めることができます. まあそんな風にして害虫の雄だけでも集め

てしまえば繁殖はもうしないから君のやっている害虫防除のような仕事は "これで行けるわけだ'

と Butenandt教授は言って笑っておりました. 高税の研究室で今青菜 Alkムholの類縁物質を軽

々つくっ七 それらのカイコや他の害虫に対する誘引作用というものをみております.又虫がある

ところに誘われてくる.たとえはメイ虫がイネに寄って来て それにくっつくというようなこと

食うか食わないかということ そういったことにこの青菜 Alkoholや青葉 Aldehydが関係して

いるんじゃないか 7 又 カイコの性誘.引物質を合成するとすればおそらく1つの原料として青菜

Aldehydを使います.残 りの部分は CLOの Alkoholでござい.ますが. まあこんな物質があるわ

けで否々が昔やった研究が こんなところで今日また或る由連を持って来るということは化学構造I

と生理作用の関係で非常に愉快に思っている次第でございます.~尚 今の青葉 Alkoholを原料とし

て当時私共が合成した 2-3のものが いづれやある種の非常にいい香 りを持っております.これ

は香気成分として役に立ちます.たとえばリブ トンの紅茶 これなど皆さんが常に高級なものと思

っておられると思います.あれには特殊な柑橘様の香 り レモンの様な香りがあります.このもの

を当時 青葉 Alkoholから合成できる可能性があると思らて 2-3の合成物をつくってみました.

第 10表

★*7ルコールが･''〃 2-5｡合 戊紗の春も
Lh･h細 J-yl-herep-2-3&(alkTp ,IQ'/2mm

TH;: ; :H"≡ce"H,CckB Cc"H;.0〉cHCH=CH･CHdHZCh

LM- i-y/一紬 r K;p228y750仰

::荒 I…:≡:"mcNd2mH;メ

DCcehOI N;p 240'/ 76♭mm

Ne,cn_3_o/_/｣虹う C,2Hz.OH

第 11 表

GTayanotoxt'nQ'化 す

Leuco払OC8,ayana･Nar･ハナいり キ

l･Nethyla-tAeT･p-CumaTSauTY 〝-/CI'

CH50◎ cH三CHCOヲH

Z･GJ79anQtOt.'n･JCz2N与.0,(3･OH.･COiCH.) 249･
J':･u CZ｡t13205(LDH.-C:C-) /S/'
1 ･m cZ｡H..0. (4･OH) 235,243･

･･ -lelraaceねt(4CDCH.)
･226'

その中第10表の第3の物質 Decenolはt)プト

ン紅茶のような非常によい香 りがいたします.

まだそれらの化学構遠はきまっておりませんが

このようなものがはっきり判って参 りますと ･

わざわざセイロンの紅茶でなくて.ち,日本の紅

茶にこういう香 りをつけるということは極めて

簡単ですから 日本産のリブトン以上の紅茶が

できるだろうと思います.

その次に研究いたしましてこれ性今尚 京都

の万の研究室の連中が苦しんでいるのは Gra-

yanc!toxinであります･これは日本の この辺

からもう少し北の中部以北にありますところの

ハナヒT)の木 (Leucothoeg,ayana 坤 x･)の

成分でございます.ハナヒリといいますのは東

北の方は御存知でございましょうがク･㌢ヤミ･の

ことでございます･この乾葉の粉を界に香れま

すと猛烈にクシャミが出るのでハナヒリの木と

よんでいます.これが殺虫剤になるのでござい●

まして 東北地方ではこの生薬を水田に庇って

おります. それでその成分の研究をはじめたのでございます. 結晶性成分として1つは簡単な第

11表の1のようなものがございますが これは何の作用もございません. 偶然に入っておった物質

Ylll
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で 171-181oCの融点を持って非常にダラダラと熔ける物質でございます.これはもう判っており

ます･●次にあるのは2のような3?の物質であります.その中 Ⅰは C22H3607でありまして OH

が声つ,acetyl基が1つ. 融点が表に示した通 りであります. しかしこれらのものがどんな化学

構造になっているかということがまだ判 りません.今盛んにこちらの研究室の連中がやっておりま

すけれども,これがきまるまでは前途遼遠だと思っております.ただ面白いことには最近こんなも

のが高血圧･- 帯血圧というと皆さんぎょっとなさる方があるかも知れませんが-:･に効くといっ

てアメ.)カセも研究をはじめております.従って殺虫剤としてではなくて ことによるとこれは人

間が使うんじゃないかと日本の薬屋さんが今日注目しております.

その次に植物 Hormoneでこれは193生年オランダのKb'glという学者が Darwin以来問題とな -

っていた植物の成長をつかさどるものは化学物質であるという般拠に立って 初めて分離したのが

植物 Hormoneであります.第12図に掲げま

した Auxin-aと Auxin-bの2つの物質を分

散したのであります.この K6glは今年の六

月になくなりました. この外に同時に hcLero-

Auxin_という第3の物質があって. これが構

造のわかっている β-1ndol酢酸であります.

これはわが国の兵島利行先生が1923年に合成ざ

れたものでありますが,そういう作用のあるこ

とは全然知らずにおったのであります.このも

のが非常に効くので このものから JLaTL し

ていろいろの Anologuc がつくられ これら

第 12 図

が植物の細胞成長促進作用があるというので非常に興味がもたれてきたわけであります.それらの

中で α-Naphtbalin酢酸は天然に発見された β-Indol酢酸よりも1桁か2稀少くて効くのやはな

いかという位強力な作用を-bった物質であります.それでこれは拾物の成長をこれだけよく促進す

る作用があるのだから何か農業生産に使われるのではないかと思いまして 丁度戦争中に食粒不足

で米の増産が叫桝まれた時に農林省を通じて一般の良家に供給した時代がございます.､しかし日本

の丁殻の農家の程度ではこれを使いこなすところまでは行けませんでした.今日ではこれはリンゴ

を作る連中が落果防止の目的に使っております. 第 12図の最下段の3つ.の物質は合成の際に間違

って亭々の研究室で作った ところがやはりこれが効く ということからしてこのいろいろの似た

ような物質を作ってみました.これ等は唯二重結合の位置が違うだけであります.これ等のものが

なぜ効くか又効かないか 7 この左と右の物質はここにアシメ炭素があるが故に効くが,中の物

質はそれがないから効かないということがわかりますが,そういうことに閑しまして 即ちこの立

体構造 或いは 空間構造と生理作用という･ものが非常に関係深いのでございまして日下引き続いて

研究が進められております.そして特に旋光性の D系統のものが効く.そういう旋光性とか立体

配置が非常に生理作用と関係がありまして 噂なる化学構造だけでは論ずることや享出来ないのであ

D,ます.

ix
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･･草の次は敬後に入ってまいりました BHCの化学でありますが BHCという物質は素昭しい殺 -

車力を嘩?て締 まA.Lて,今日我が国でも殺虫剤?中では虫的に一番余計に使われているものであ

Lります.･これ畔今申しました立体構造の最も特長ある物質でありまして光の存在のもとにbenzene

に塩素を作用しますと cyclohexqne.の ring
.第 13 表

亨こなって第13表のようなものができ'ます; そ

p他に更に余計にchlorあはいりましたCllと

あゝC13とか C19･とかいT,'たものが出卦 これが

例の BHCの臭いにおいの成分であります.と

t'ろがこの表中の大部分のものは大した殺虫力

がありません二8っの立体異性体のうち効くの

はγ体だけであります.又これらの立体配置は

∴-特に配鼠 conformation, Konstellation

ということばを使ってお'りますが- ･表に示し

た様なものでありまして.aとか eとかいうの
IJ-

は申すまでもないのですが･･.t'申●cyclohexチnering?平面に直角に出たものが d 水平に出た

ものが-Cであります.これらの配座の表現は でfIらめに智いたものではありません.何れも立派

･な理由があってこう書いてある甲であります.そしてこのγだけが効く.のであります.これは融点
J1.

1120C･の物質でありまして その立体配座が da ee edであることを化学的手段から決定したのI

は吾々の研究軍の大きな成果であ.ったわけです･又このものは非常に微量で昆虫に効くが人畜には

殆んど害がなく虫だ桝ま非常に強く殺すのであります.これをつくるのは簡単で今から125年前に

Faraday′がbenzene′'と,塩素 とを光にさらせば出来るということを発見していました. しかしこ●I

tのものが虫に効くということを発見したのは戦後でありましてフランスやイギリスの連中であ.りま

す.,･そしてその製法たるや今日 月本でやっているのも外国でやっているのもー体どういう方法で

やっているのかお互いに秘密で誰も教えてくれません.今日日本でやって居ります製法は否々の研

究室でやったのを各社で全部実施して居るのでありまして 従って外国でどういう方法でやってい

､るのか知 りません･話には聞きますが実際に見た者は誰も居りません･皆かくして h"ow o々甲 を

みせませ々･し-かもこの､γ体が全体の 10-15% しか出来ない･あとの.90-85%･は効かなしT･で

すからこれをどうして余計につくるかということ--もしもこれが100%できる方法がみつかれば

素哨しいのでありまし･t････そういうことは 世界の学者がおそらく万々で研究している.ことであ

りまし_よう.日本でも享だ出来ません..

IそういうItとをやってみたい'というので 吾々の京都の研究室で考え出したのは今の様に塩素を

benzene.につけて行くのに, いきなり3分子つけずに 先ず2分子つけて2つの場所を残してお

き あとからある条件で1分子つけて ･今申しました立体配座のきまったγの形をもったものをつ

一くるということでございます･そういったことを費えて sEa,tした実験が第14図であ,gます∴ こ＼

れは BHCと.Inositと昏いてあります. これはそゐ研究の副産物でありましてBHCへ行かずに

とんでもない方向へ発展したものであります･こうしてやりますと一塩素が4つ入った BTC即ち

benzenetetrachldride.が出釆ます･そして額りあ二重緯合に水取萄 2個を入れて- ･この方韓時

宗 `
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色々ありますが-･･始め入っていた塩素をとっ

てしま′うと 図の真申に智いたものが出来ます.

与のはいり方によって ct'Sと F'a'J∫ とがあり

ます. これは benzeneに水酸基が2つはいっ

た Glykolであります･この Benzolglykolと

いう物質 こんな簡単な物質がこの時迄あの何

百万とある化学物質の中で末だ知られていなか

った物質であります.これは京都の研究室では

じめて発見された物質であります.これに更に

2つの水酸基を入れますと4つの水酸盛がはい

節 14 図 一

って二重結合が1つ残ります.これは自無界で葡萄の一種の樹皮から発見されて Konduritとい

う名前がついておりますが,その一連の物質に立体配置の異ちたものが6つあり'ます..そのうちD

型のものは まだ取れませんがA,E,Fの3つはここの研究室ではじめて合成された物質でありま

す.これは世界の連中が非常に節男のまなこで見ている仕事であります.それに更に2うの水酸基

を入れると事nositいわゆる環状糖 Alkoholになります.Inositは自然界に随分広く存在し昆虫の

隼の中にもあります･先程の BHCが Inositの水酸基を塩素で置き換えた物質だから.それと何

かの haT,lagonism で殺虫力があるのではないだろうかということを はじめに言っていたのであり

ますがこれ性今日では少し見当違いになって来て居ります.

これにはBHCの場合のよ.うに8っの異性体があります･そしてこの図にありますように自然界

から又その他の方法で今日迄発見された Ionsitが8っあります.図の下の方にあるのがその立体

配座であります. この立体配座で合わせますと Inositの dLというもーのは a-BHCに相当します.

scyztoは βに,mucoは γに,そして meso(myo)-は 8にという風に皆相当します.BHCに

は1つだけまだ知られていないものがありますが,それは当然 cis-Inositとなるわけであります.

そして この物質の8っのうち 7つ迄の立体異性体が全部吾々の研究室で出来まして ドイツの

#f誌に出ておりますけれども 今迄のInosit研究者がとうてい考え及ばなかった全然別の方法で出

来たという点せ専門学者の注目をひいているところであります.

ところで benzeneが抑存知のように 最近新聞種になっ七居ります.ペイントやその他の業者

で ben之占ne中毒というのが非常に多い. 何疲benzeneがそんなに毒であるかということは ま

だ医者の方でも判らないようですが benzeneが 人間の体の中で 或早は他の動物の休に入って

最初に出来る物質が･-この BeLnzolglykolで はないかというのが⊥般め想像であります.しかしま

だbenzeneを生体へ入れでBenzolglykolを取ったという研究はできて居りません.これは ben-

zene中毒ということと或いは非常に密接な関係がありはせぬかという物質であ9,, そうなJります

とその意味でこれは人射 ち緊密なそして耳学問の上からも珍しい物質であーります･こんな簡単な物

質が今迄知られずにいたこと自身が不思議です. Naphthalinの場合には a,βに OH のはいっ

たものはよく判っております. この Naphthalin--aβ-glykolは生体内で出来ます･ ですから臥

じように●behzeneで出来ても不思議ではないのに それができない. その辺に今後の研究に興味

あるものがある訳です.こんな風にこの研究は選句でおりますが,これは大学ならではできない研

'x主
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死でありまして 会社でこんな研究をやっていたらすぐに敬になります.

次は Pyrethrinの化学 でございますが Pyiethrin iま申すまでもなく除虫菊の殺虫成分でござ

いまして この成分はわが国でもずいぶん以前から研究され, また昨年こられた ドイツの Stau-

dinger博士及びスイスの Ruzicka博士････2人共後に ノーベル賞をもらった立派な学者ですギ

･,- 辛,その後アメ])カの先程申しました Rotenonの構造研究をやっておりました LaForge博

士などが,きめまして第15図に示しましたように PyrethrinはI類 とⅠⅠ類の混合物で 更に各

第 15図
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々に側鎖がC5の Pyrethrin類とC4の Cト

nerin 類の二種がありますので合計4種類の

よく似た物質の混合物であります.今日"合

成 Pyrethrin''と呼ばれて広く利用されてい

ますものはこれら天然 Pyrethrinの中の Ⅰ

類に入るもので側鎖が C3の Allyl基のもの

であります. この合成 Pyrethrinは 付』〃-＼

ethrin" と呼ばれてわが国の今Elの蚊とり線

香の大部分はこの人間の作ったpyrethrinを

使って居りますが非常にこれはよく効きます.

ところがだんだん使って見ますと不思議なこ

とに虫は死ぬけれども, この Allethrin を獲った蚊とり線香でも殺虫液でも天然除虫菊剤のよう

に虫にかけた時に虫が急速に麻酔t,てバタンと落ちないのであります.その力はこの合成品はどう

も足らん･やはりバタンと落ちる速さ 吾々ほ "knock down''という言葉を使っておりますが

それを早くするには,どうしても天然物 即ちPyrethrinII類を入れなければならないということ

がだんだんわかって来ました･それでは PyrethrinI廟 とⅠⅠ類はどういうところが達うかと申し

ノますと第15図で御覧のように Ⅰ類の methyl基が ⅠⅠ類では ICOOCH3となっているだけであ

ります･あとは同じです.この物質は合成されていないのであります.そこで結晶性合成物の ｡-

m-lrans-Allethtin を棲準 として Pyrethrins-I,,PyrethrinS-ⅠⅠ,Pyrethrin の普通の抽出物

及び工業合成 Allethrin の hnoch downeHectを比較してみますと第15図の右側のようになる

わけであります. Pyrethrin-Ⅰの hnoch d0- -ejfectは標準に較べて1.5倍 になりませんが,

第 16 図 Pyrethrin-ⅠⅠは断然強くて2倍以上になります･

xii

これちが湿ったものが第3番目の物質でありま

す.そして工業合成 AIIethrinはそれよりも更

に少し劣ります.･ですからⅠⅠ類が入らないと

どうしてもknockdownが劣ります.そこでこ

のⅠⅠ類 をどうして作るかといいますと まず

第二菊酸の合成が必要であります.■第16図 は

最近高枕の研究室でやりました第二菊酸の合成

法でありまして, 御覧のように極めて簡単な

0-cresolを原料といたしまして こういう行
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層 で作っております.これから PyrethrinII効を作ればやっと天然物と同じものになります.天

食がこんな巧妙なことをやってのけるのは非常に稀れでありまして 2つの含まれた物質が2つの

各々異った使命を持っているのでございます.これは実に除虫菊というもq)は珍らしい'そして素

降らしいもので 虫に対してはこれだけ放く効くが人畜には全然無害であります:これはアメt)カ

人の如き殺虫剤に対して非常に位病な連中がこれだけは人間に縫ってち,食物に依ってもよいとい

っている唯一つの物質であやまし七 _これはおよそ自然が与えた虫高のものであります.そういっ

たような具合で第二菊酸の合成が出来てまいりましたから いづれ近いうちには PyrethrinII類

の合成も出来て Pyrethrinは全部人工合成品で間に合うようになる時が来ると思います.

虫後転植物成分とLまして 澱粉と粒総菜とかいうものに?いて 我々農芸化学由係の人達が大

分やっておりますが その外に重要な成分に Terpen努は いう､ものがあります.きた CarQtin荘i

というものがあります.これ等のものは何れも Isoprenがいくつかよって出来たものだというこ

とは今日の有機化学が教えております･そしてそれはどうも間違いがない∴その外に Isopren.敬

原料とした植物質に天然ゴムがあります.天然ゴムは大体第17図 に示したような構造のものでこ

れを熱分解しますと Isoprenが出来ますし,

オゾン酸化 しますと IAvulinaldehyd が出来

ます.

七の2つの理由で天然ゴムはだいたいこうい

うものであることはまあまあ間違いがないこ●と

たなって居ります.そ与でIsoprenを重合すれ

ば天然ゴムが出来るであろうA.ゝらIsoprenを作

･77:らいいではないかというわけですが そう

簡単にはまいりません.そこで今日いわゆる合

成ゴムというものが 第 17図に示したような

全々別な原料から色々ないわゆる "合成ゴム''

第 17図

AA t A 4)^ *
IsopTen･少叫AlhC;弘=Bil一l●

lsupm Lawlh･aMeF9d
々息ゴムd)席 料

TdS LT":馳 0 - ～StytDI

cN.-3t_cN:CN. CNz:CN.
Cnlor-んbdten JtlyLen
cH,=㌢ 冨㌫ cHm _CN.

伽 uyI-ふLdL'e･Fh･den

(ぇ･̀;-管 -A㌔ )

I.A-tTaIZS･且

I.2一食

3.4･S

及 令 9!.

が造られて居辛す･このように二重結合が共椀にありますといずれも重合出来ますし･それ等の混

合重合も出来ます.

又今日のいわゆる polyethyleneの原料である ethyleneでも あるいは propyleneでも二重結

合があるものはみんな適当な方法で重合すれば ある控の PlosIZcsが出来ます. これはかならず

Lも天然ゴムと同じものではないのですが,しかし天然3'.ムと同じでないからと云って別に惑いと

いう理由はないのであります.それで例えばあるものは非常に耐油性のものが出来これはガソリン

等を運ぶのに政利なものにな/9ます.又あるものは耐磨滅性が非常に大きいということもあります･

ところが天然ゴムはやはり天然ゴムとしてすぼらしいよい性質をも′っ.ておりますから･や抹り高々

は天然ゴムがほしい.ところが今日どこでもまだこれが工業化されておりません.数年前に日本に

まいりましたドイツの Ziegler博士が発見しました新しい触媒を使って Isoprenを重合しますと

I,4-cL'S型の重合体が出来まして これは初て天然のゴムと全ての点で性質の全く同じものである

ということがわかったのであります.これはZiegler触媒を作ったZiegler博士白身は知らずにア

メリカの連中が発見した現象です.とにかくZiegler触媒のおかげで こういうことが出来るよう

xiii
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'になりました.その他に もちろんいろいろな結合様式 J.4-LTtJTIS型とか 7.2型 とか あるいは

それらが湿ったものとかいろいろありますが,それでは出来たもの 性ゝ質が面白くない._どこまで

.も蝉-の 7,4-'cis型だけが天然ゴムの性質を示すことがハッキT)して来ております.､この結合様式

のものを作るには Ziegler博士の方法でよいわで これはもう誰がやうてA出来ることが明であ

第18図

'kQP..,jJl_ゐ覚 ま

I.cHEch-加 や H3品 p.p
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げましたような沢山の合成法が知られており
I

ます.どの方法でも出来ます.実験室的にご

く少盃は -- た一ゞなさけな-いことに天然の

ゴムとV､うもの.描.1kg250円位のやすいも

のですのせ.そういうやすいものをどうして

こういう手間をかけで作るかということか結

極問題であります.要す一るにjス トP問題セ

あります. 天然ゴムが今 1kg250円いたし

ましてもこの大部分が ゴム生産をする地方

の労政者の労賃でありま'して 与れが安くなI

らないかぎりやすくほならないのであ ります.

おそらく今後労働者の生活が向上してその賃金が上れば天然ゴムの値も上るでしょう.1したカ王ら'LC

今El1kg250円で合成ゴムが出来るならば やがては 天然の方は上っていく=合成の方正まあま

あやすくなっていく可能性が考えられるのであります.そこでこゐようにやす-くどうして作るかと

いうので 方々でいろいろやっておると思いますが吾々の研究室ではこの図表に掲げた理論的に既

知のいく?ふの方法を検討 した結果4番目の方法を使いまして Isopren が良収量で出来るという

ことがわかりまし声ので 近いうちに少し余計に作ってみ,ようということになってきております･

Isopren製造化学も今まで吾々がやって来た有機化学の一部分の有機自然物でありまして私共の仕

事のうちにあっても ちっとも不思議ではないと思います.

i･以上のような仕事が39年 の間に畏学部と化学研究所 とでやらしていたゞき -またその Nach-

/olCerがつ けゞてやって居る仕事でございます./

'･さてこうしていろいろ申し上げますと有機化学と云うものは実に人生に手近かなところにある.

もちろんこればかりではなく有機化学の作ったいろいろのビタミンにしろ医薬にしろ,あるいは今

日化学の進んで行く方向としましていろいろのenzymeとか,その他のあらゆる生理作用 すべて

.の生物界の現象というものは,だいたいみんなこうした化学作用に帰せられて そして人間に一番

近いところにあるわけであります.-しかしそのもとは実に高遠にして未だかって誰も見たことがな

いという まるで何んと申しましょうか 宗教では基腎が天国を説き,釈迦が極楽浄土を説いても

誰も見た人がないのであります.従ってあれを信んじる人はそんなに多くはないかもしれません..

しかし化学のKeku16,LeBet,van'tHoff等の説を今ではこれを信じない人は一人もないと思い

ます.それほどこれらのものは見たことがないのにも拘らず,●これらの人の考えだしたことはすぼ

らしい.およそ人間としての頭脳の最高を発揮したものといえると思います.そしてこのように化

xiv
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学が卑近になったように,化学というものが俗な手近かな学問に見えます･.俗で結構ですが その

ためにそれだけ人類にはいろいろの志味で多くの責献しておf)ます.しかしこ にゝ皆さんになおrfl

上げなければならないのは,先き樫述べました蚕 の性誘引物質 の如きはグラ'Lを畔位としますと

10~'Sの桁でcL'S･1,a"Sなんていうことをいって,そ中が効くか効ないかという問題が論ぜられてい

るのであrります.滋近の自然科学の技術方面で非常に注目をひいている月へ'ロケットが飛んで行っ

た:iいうととは, あれは 38万km ですから cm をil皇位としても3Sxl09 だけ大きい万に行く

おけやすが;-化学の世界の数字に較べれば人間の世界から違いという点ではまだまだ大したことは
′

ないと云えまLlj=う.●そこで月の状態がどうであろう1とか,そこの写臭がとれたか,･とれなも､かな

んせいっrて居るところですjLかしこれは全部ほとんどあの中に巧み込まれた機械が写真をうつし
､■一一

て送'T,てるのですが 1gxlO~15の物質の化学構造なんていうものは誰も見たことがない.しかしそ

こを論じているというのでありまして,この C-gs単位 の cm や gのところを:sla'tとします

It化学キいうものは夷に大変なこまかいところの話を 人間の世界から非常にはなれたところで埠

朝をやっている与いうことがおわかりだろうと思います･それほどこういう化学の基礎を築いた人

わ頭t'いうものはすはらしからたというわけでございます.

亘れにあの占ヶットを東ばして 亘してそれが誘導されて地球から月を狙うとし_15_Lと!こな拍
l 一､J/,～.'1 I
字と イギ･)ス甲軍門学者の形跡 とよりますと-10km先̀のハ土の目玉を狙うぐらいの正確さがな

ければとどか流 心 ､うととです.･10km先:0 ,､工､d目玉という形容を使って卑り-ますがあ房適

任な誘導というものは皆さんでも吾々でもその賓に何たる巧妙な技術Tさあるかを驚かざるを得ませ

ん. 要するに今日の deEdonics電子工学のすぼらしさは想像もできません.従ってあのくらいの

正確さをもってすれば.モスクワにいてボタンを押すとすればワシントンの ホワイトハウスに押

丸の命中するのは極めて間違いがないばかりでなく 恐らくアイゼンハワーが自動車に乗って出る

と そいつを狙うことも可能でありましょう.実にそれほど正碇になって来ているわけであります.

このようなことが今日の世界の戦争というものを これはとんでもLないことだ 今までの敬争とい

うものは権力者達が民衆という将棋の駒を動かせば戦争になったのであるが 今度は自分遠のとこ

､ろに本当にボタン1つで弾が飛んでくるんだと云う事を考えて 彼等は戦争というものを諦らめた

んじゃないかと思います.革学が進めば昔は戦争がおきる.磯争がおきれば科学が進む と これは

第一次世界大戦の時にドイツの Haber博士が空中窒素の固定をやって窒素の独立が出来た時に戦

争を始めたということは.い?わりない事実らしいので そう伝えられています√しかし自然科学

がこれほどまでに進むと結局科学は科学を制して入校に本当に役立って 戦争というものを人類か

ら消してゆくよ5な効果をしているのじゃないかと思われます.月ロケットの運行には eEecLronils

が非常に大きな役割を演じて居ることは間違いありませんが,その背後にかくされた更に大きな科

学技術は専門家の話を聞きますと--私にはわかりませんが--噂門家の話を開きますとアメ7)カ

がソヴィエットに対して立ち遅れしたのは eLectronics̀ではないのでありまして アメリカのその

方面の専門家の力をもってすればソヴィエット以上のことが出来るそう-であります.従ってアメ■1)

カが遅れ七居るのはあのロケットを打出す燃料 固体燃料でございましょうが その化学物質 そ

れがアメリカにはわからないのであります.結局この大きな仕事のハンディ_キャップをつけている

のは化学の力の差なのであります. ソヴィニットの今の学士院長である Nesmejanov＼は 皆さん
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御存知のように有機金剛 ヒ合物の権威であります.せんだって月占ヶットが飛んだ時の日本の新聞

にも 6人ばかりのソヴィェットの代表的な科学者の写真が出ておりましたが その中に Nesme-

janovの名前がのっておりました･私は彼が学士院長であるが故ETCこ にゝ出されたのじゃないかと

思らたのですが,そうじゃなくって 庭 の専門のおそらく金属有機化合物という仕事があのロケも

トの本当の縁の下の力持ちをして居たのであります･化学というものは Y､つでもそういう縁の下

の力持ちになっているゐセすが それがあの大きな成琴をあげて それが本当に人類の福祉CPため

に最後の決定版になったということを思いますと,吾々は有機化学をやっ_て意味あると思うと同時

に とにかく今から100年前にKeku16,van'tHoffのごときすぼらしい頭脳が考えていたことが

今日最後にやはり決定的な人類に幸福をもたらしたという点で私としましては40年間, 鈴木梅太I
郎先生の構義に動機を得てこの仕事をやらしていた いゞたということは本当に嬉しく,また京都大

学農学部及び化学研究所が私にこういう研究をやちして下さったということは,本当に何べんお礼

を申してもお手Lのしきれないほど嬉しい次第であります･､今日はそれを定年講義とLi･-･-これは

講義でありますから学生諸君にすべきものや こういうお嘩い方々の前で申し上げるのは恐縮千万

でございますが,･- 若い学生諸君が有機化学というものはなるほど面白いということを このま

ずい講義をお聞きとり下さって 私が鈴木梅太郎先生から受けた感銘め百分.9-でもよいから受け

とられて.どうか有機化学のために今後大いに気炎をあげていたゞきたいと念臥 ､たしまして 私

のこの最後の構義を終らせていたi･きます.どうも畠い間ありがとうございまILた.

m


